






























































































































































































































































































































































































5義心冒～し噛3 皇　葦o　雛　駿鱒郭 購・獲　纏　鷲　事蹄 瓢囲鴛．a
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Botanical　ori　in G向ゐ朋 σ．μ搏ゐ”5な θ．μ阻轟9’75底 σ　3◎凹 G．3か朋 G加砺飴 o．μ閉’θ〃5な
1）　The　numerals　show　the　specimen　reference　number　of　the　Museum　of　Materia　Medica，
lnstitute　of　Natural　Medicine，Toyama　Medical　and　Pharmaceutical　University（TMPW〉．
　市場品の外部形態並びに組織形態，及びTLC分析に
より同定した各々の基源をTableIIIに示す。
　東北甘草B，C並びに甘草GはG麗観伽sゑs，東北甘草
A，西北甘草D，EはG4の勉，新彊甘草GはG冨解伽
の特徴に合致した。
結論及び考察
1）中国で「甘草」として使用される8種の植物の根及び
　根茎は，外形では皮目の形，内部形態的には接線縦切
　面における一次放射組織（多列放射組織）の高さ，幅，
　形状，横切面におけるコルク皮層の層数，師部繊維束
　の配列様式，木部の比率，道管の径，シュウ酸カルシ
　ウムの結晶の有無，でんぷん粒の径，また薄層クロマ
　トグラフィーの結果などにより区別できた。味もまた
　重要で，甘みを有するG％雇6n甑（王g励観，（｝in吻如
　及びG、6鰐oα脚の中でも後から苦みを呈する種が
　あり，その程度は種により異なった。これまで，組織
　形態1446）あるいは成分組成6・10a・1H3）により一部の種
　を区別できるとする報告はあったが，8種の根及び根
　茎を区別する方法を明らかにしたのは今回が初めてで
　ある。
2）Gκ鯉16nsゑsと（王g伽6昭は断面の繊維性，皮目の形
　状などがGガ解伽，G、6％拶侃ゆαと異なっていたが，
　外形により完全に区別することは困難であった。しか
　し，内部形態的に後2者は接線縦切面における一一次放
　射組織の高さが低く，幅は（凱i瞬α如が最小であり，
　形状はG6κη侃ゆαのみが波状を呈し，師部繊維束は
　G♂瞬伽のみが師部中央付近で規則性を消失するこ
　となどにより前2者と容易に区別できた。G徽吻n傭
　と（王g励瓶の区別はやや難しいが，多列放射組織の
　高さ及び幅が（凱％鵤16nsおが（凱8伽6観より大きく，繊
　維の絶対量はG麗勉16nsゑsよりG8伽6鯉が少なく，
　また，根の径に対する木部の径の比率はG、麗雇召n諮
　は43～64％であるのに対し，Ggl励耀は62～72％
　で高い値を示した。
3）国内市場品の東北甘草は2点が（凱％解16nsゑs，1点が
　G　gl励鯉，西北甘草は2点ともにG、gl励昭，新彊甘
　草は（ヌジ瞬伽に由来し，中国西北地区（甘粛省蘭州
　市）市場品はG％鵤16nsゑsに由来することを確証し
　た。甘粛省は西北甘草の産地の1つであるが，今回原
　植物としてG4励7a以外にG麗襯16nsゑsを確認した
　ことにより，西北甘草の基源もG　g励矧に限らない
　と考え得る。今回の結果により国内市場品の商品名が
　必ずしも基源の区別につながっておらず，（鑑g励観が
　東北及び西北甘草として流通していることを科学的に
　明らかにした。また，従来東北甘草と西北甘草の外形
　上の区別点とされてきた質の粗密（破生細胞間隙の
　量）及び繊維性（繊維の量）は部位により異なってい
　たため，種の区別点として使用できないことも判明し
　た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　『名医別録』，　『神農本草経集注』，　『図経本草』
　に記載される甘草の産地（現在の陵西省北部，甘粛省東
　北部，内蒙古自治区の一部，山西省など）はいずれも（主
　％㎜1召n縮が主に分布する地域である。また，『図経本
　　　　　　　　　　草』の付図　　は，小葉や果実の形状などから（主
　％観16nsゑsまたはGg励昭を示しているものと考え
　られる。さらに，『神農本草経』の「味甘」，『神農本草
　経集注』の「赤皮断理看之堅実者梅牢草最佳」，『図経
　本草』の「以堅実断理者為佳基軽虚縦理及細靱者不堪」
　などの記載から，味が甘く，皮が赤く，繊維性が低く
　横方向に切断しやすいものが良品で，繊維性が高く縦
270 中国産「甘草」の生薬学的研究
方向に切断しやすいものが劣品であったことがうかが
　われる。この記載からGκ観16n傭を良品としても矛
盾はなく，一方甘みが無いかまたは少ないG御6観，
　G甥nnαn6nsゑs，（王勿ll躍葬o観及び甘いがやや苦味
　を呈し，外皮が黄色系で繊維性の高い（王　ガ解磁，（凱
　6銘ηoα脚は良品に該当しないと考えられる。G　g伽
　δ昭はG％窺1伽sズsに比して外皮の赤みが少なく，良
　品の形態とわずかに異なる。
　　5）5）林ら　は地上部の形態から，G6鰐侃脚は（㍊観伽諮
　とG、歪瞬磁の交雑種である可能性を指摘している。
　G6κη侃ゆαの根の一次放射組織は接線縦切面におけ
　る高さがGジ瞬伽と同様に低く，幅はG、鰯ol伽sゑs
　と同様に広く，内部形態的にもGκ窺16nsゑsと（王Jn一
刀伽の中間的な形態を示した。
6）Gα吻πz，G郷nnαn6nsズs，（劫αll吻10π～，S，α1‘ψ幽一
　70i46sの地下部にはglycyrrhizinが検出されず，その
他の成分パターンも（王麗z漉n跳，G　gl励解とは大き
　く異なり，甘草としての使用には適さない。特にS．
　αloφ60％70i46sは，同属で「苦参」の原植物であるs。
　伽g祝s！肋伽SIEB．et　Zucc．と同様にsophocarpineな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）どのalkaloidを主成分とすることが知られている。
　s．αloφ60解oi46sは中国の内蒙古自治区，西北地区及び
　モンゴル人民共和国で解熱作用を目的に使用されてお
　り，「甘草」との誤用は避けるべきである。
7）本草学的に良品と考えられる（主κ鯉1伽sおの根（ま
　たは根茎）に由来する甘草を同定するためには，外形
　では皮目が線状（根茎は点状），味は甘く，内部形態的
　に多列放射組織が大型で，高さ12000μmに達し，
　TLC分析ではglycyrrhizinが検出できることを確認
　する必要がある。
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